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西
暦

令
和
2

平
成
29

平
成
18

平
成
17

昭
和
51

昭
和
50

昭
和
46

昭
和
45

昭
和
36

昭
和
29

昭
和
23

昭
和
14

昭
和
9

昭
和
6

昭
和
4

大
正
14

大
正
12

大
正
11

大
正
6

明
治
39

明
治
38

明
治
31

明
治
30

明
治
28

明
治
26

明
治
19

明
治
18

明
治
13

明
治
6

弘
化
2

天
保
8

文
政
10

文
化
8

文
化
6

文
化
2

元
文
3

享
保
11

正
徳
3

元
禄
15

元
禄
8

貞
享
2

貞
享
元

寛
永
13

慶
長
9

慶
長
2

天
正
18

天
正
4

永
禄
4

文
明
4

弘
安
3

建
久
4

建
久
2

安
元
2

大
治
3

天
仁
元

永
長
2

長
久
3

天
平
宝
字
元

天
平
10

天
平
5

神
亀
元

養
老
4

斉
明
天
皇
4

大
化
3

舒
明
天
皇
3

推
古
天
皇
4

宣
化
天
皇
3

和
暦

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ−

19
）が
世
界
的
に
流
行
。移
動
の
制

限
や
旅
行
控
え
の
動
き
が
生
じ
、日
本
人
一
人
当
た
り
の
国
内
宿
泊
旅
行
の
回

数
は
０・７
回
に（
２
０
１
９
年
は
１・４
回
）。温
泉
地
も
厳
し
い
状
況
に

環
境
省
が
有
識
者
会
議
に
よ
り
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
温
泉
地
の

過
ご
し
方「
新・湯
治
︱ONSEN stay

」を
提
案

12
月
に
観
光
立
国
推
進
基
本
法
が
成
立
。翌
年
1
月
施
行

温
泉
偽
装
問
題
を
受
け
て
、温
泉
法
が
一
部
改
正
。加
水
、加
温
、循
環
装
置
の

使
用
の
有
無
、入
浴
剤
添
加
や
消
毒
処
理
に
つ
い
て
の
表
示
が
義
務
化

日
本
温
泉
気
候
物
理
医
学
会
が「
温
泉
療
法
医
」を
初
認
定

日
本
秘
湯
を
守
る
会
が
発
足
。１
９
７
７
年
に『
日
本
の
秘
湯
』を
創
刊

温
泉
行
政
が
厚
生
省
か
ら
環
境
庁（
現・環
境
省
）に
移
管
さ
れ
る

国
鉄
が
観
光
キ
ャ
ンペ
ー
ン「
ディ
ス
カ
バ
ー・ジ
ャ
パン
」を
ス
タ
ー
ト
。爆
発
的
な

人
気
と
な
り
、若
い
女
性
を
は
じ
め
個
人
旅
行
が
広
が
り
は
じ
め
る

６
軒
の
旅
館
に
よ
っ
て
黒
川
温
泉
観
光
旅
館
協
同
組
合
が
設
立
。「
露
天
風
呂

を
集
め
た
温
泉
街
」の
取
り
組
み
始
ま
る

「
国
民
保
養
温
泉
地
」第
一
号
と
し
て
酸
ヶ
湯（
青
森
）、日
光
湯
元（
栃
木
）、四
万

（
群
馬
）が
指
定
さ
れ
る

「
温
泉
法
」が
制
定

全
国
各
地
の
温
泉
地
が
疎
開
先
と
な
る

日
本
温
泉
科
学
学
会（
現・一
般
社
団
法
人
日
本
温
泉
科
学
会
）発
足

日
本
温
泉
気
候
学
会（
現・一
般
社
団
法
人
日
本
温
泉
気
候
物
理
医
学
会
）発
足

国
立
公
園
法
が
施
行

九
州
大
学
温
泉
治
療
学
研
究
所（
現・九
州
大
学
病
院
別
府
病
院
）開
設

日
本
温
泉
協
会
設
立

北
但
大
震
災（
北
但
馬
地
震
）で
城
崎
温
泉
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
る

関
東
大
震
災
発
生
。多
く
の
温
泉
地
が
被
害
を
受
け
る

若
山
牧
水
が
長
野
、群
馬
、栃
木
を
回
り
、の
ち
に『
み
な
か
み
紀
行
』と
し
て
発
刊

志
賀
直
哉『
城
の
崎
に
て
』を
発
表

夏
目
漱
石
が『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』を
発
表
。作
中
の
温
泉
は
道
後
温
泉
と
さ
れ
る

カ
ル
ル
ス
温
泉
が
旭
川
陸
軍
予
備
病
院
の
療
養
所
と
な
る

徳
冨
蘆
花
が
伊
香
保
温
泉
へ
。伊
香
保
を
舞
台
と
す
る『
不
如
帰
』を
発
表

尾
崎
紅
葉
が『
金
色
夜
叉
』の
連
載
を
開
始

城
崎
町
誕
生
。湯
島
財
産
区
を
設
置

正
岡
子
規
が
東
北（
飯
坂
温
泉
や
作
並
温
泉
、湯
田
温
泉
峡
な
ど
）を
歩
き
、の
ち
に

『
は
て
知
ら
ず
の
記
』と
し
て
発
表

内
務
省
衛
生
局
が『
日
本
鉱
泉
誌
』発
行

地
図
の
温
泉
マ
ー
ク
が
定
め
ら
れ
る
。当
時
は
湯
け
む
り
３
本
が
温
泉
、湯
け

む
り
２
本
は
冷
泉
と
区
別
さ
れ
た

ド
イ
ツ
人
医
師
、ベ
ル
ツ
が『
日
本
鉱
泉
論
』を
著
す
。西
洋
医
学
の
見
地
か
ら
鉱

泉
の
効
能
を
解
説
し
、伊
香
保
や
熱
海
な
ど
温
泉
場
の
整
備
を
提
案

文
部
省
が
各
地
の
温
泉
の
効
能
な
ど
を
調
査

松
浦
武
四
郎
、登
別
温
泉
に
立
ち
寄
る

宇
田
川
榕
菴
が
日
本
初
の
化
学
書『
舎
密
開
宗（
せ
い
み
か
い
そ
う
）』の
訳
述
を

開
始
。独
自
に
温
泉（
鉱
泉
）の
化
学
分
析
も
行
な
う

水
戸
藩
士
・
小
宮
山
楓
軒
が
川
渡
温
泉
、鳴
子
温
泉
で
湯
治
を
試
み「
浴
陸
奥

温
泉
記
」を
記
す

温
泉
番
付
の
一
つ「
諸
国
温
泉
功
能
鑑
」出
版
。西
の
大
関
が
有
馬
温
泉
、東
の

大
関
が
草
津
温
泉

箱
根
七
湯
が
湯
治
場
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
る『
七
湯
の
枝
折
』成
立

柘
植
叔
順
が『
温
泉
論
』を
著
し
、香
川
修
徳
の
温
泉
評
価
を
覆
そ
う
と
す
る

箱
根・小
田
原
両
宿
場
が
湯
本
温
泉
の
宿
泊
取
り
締
ま
り
を
道
中
奉
行
に
訴
え

る
が
、湯
本
側
は「
一
夜
湯
治
」を
主
張
。事
実
上
公
認
さ
れ
る

香
川
修
徳
が
日
本
初
の
温
泉
医
学
書『
一
本
堂
薬
選 

続
編
』を
著
し
、温
泉
や

食
養
を
論
じ
る

８
代
将
軍
吉
宗
、熱
海
か
ら
湯
樽
を
運
ば
せ
る

貝
原
益
軒
に
よ
る
大
衆
衛
生
書『
養
生
訓
』成
立

松
尾
芭
蕉
の『
奥
の
細
道
』刊
行
。石
川
県
の
山
中
温
泉
や
山
形
県
の
湯
殿
山
な

ど
で
温
泉
に
ま
つ
わ
る
句
を
詠
む

熱
海
の
遊
覧
と
湯
治
の
手
引
き「
豆
州
熱
海
湯
治
道
知
辺
」出
版

有
馬
温
泉
の
歴
史
を
つ
づ
っ
た
文
献『
有
馬
山
温
泉
小
鑑
』刊
行

手
負
い
の
シ
カ
を
追
っ
て
山
に
入
っ
た
狩
人
が「
鹿
の
湯
」（
酸
ヶ
湯
温
泉
）を
発
見

松
山
藩
主・松
平
定
行
が
道
後
温
泉
の
施
設
改
修
に
着
手

徳
川
家
康
が
熱
海
で
湯
治

秀
吉
、前
年
の
慶
長
伏
見
地
震
で
被
害
を
受
け
た
有
馬
温
泉
の
改
修
工
事
開
始

豊
臣
秀
吉
が
有
馬
温
泉
で
湯
治
。茶
会
を
催
す

武
田
勝
頼
が
真
田
昌
幸
に
将
兵
の
療
養
所
の
造
成
を
命
じ
る（
伊
香
保
温
泉
）

武
田
信
玄
、川
浦
温
泉
の
造
成
進
め
る

蓮
如
上
人
が
草
津
温
泉
を
訪
ね
る

歌
人・飛
鳥
井
雅
有
が
自
著『
春
の
深
山
路
』で
箱
根
温
泉
に
つ
い
て
記
述

源
頼
朝
が
狩
り
の
途
中
に
草
津
温
泉
を
訪
ね
る

仁
西
上
人
が
大
洪
水
で
壊
滅
状
態
だ
っ
た
有
馬
温
泉
を
再
興

後
白
河
法
皇
と
建
春
門
院
、有
馬
温
泉
へ
行
幸

白
河
法
皇
、有
馬
温
泉
へ
行
幸

藤
原
宗
忠
の
一
行
が
湯
の
峰
温
泉
を
訪
ね
る

有
馬
温
泉
が
大
洪
水
に
よ
り
壊
滅
状
態
に

関
白
藤
原
頼
通
が
有
馬
温
泉
で
湯
治

清
少
納
言
が『
枕
草
子
』で
３
つ
の
温
泉
を
称
賛

こ
の
こ
ろ『
万
葉
集
』成
立
。温
泉
地
に
ま
つ
わ
る
歌
が
収
録
さ
れ
る

万
巻
上
人
が
箱
根
に
入
山
。山
岳
信
仰
の
霊
場
と
な
る

白
山
の
僧
泰
澄
が
箱
根
湯
本
に
白
山
権
現
を
勧
請
し
、温
泉
が
湧
き
出
す

現
存
す
る
風
土
記
で
唯
一
の
完
本『
出
雲
国
風
土
記
』成
立
。玉
造
温
泉
は
病
気

を
治
癒
す
る「
神
湯
」と
い
う
記
述
あ
り

高
僧・行
基
が
有
馬
温
泉
を
再
興

道
智
上
人
が
城
崎
温
泉「
ま
ん
だ
ら
湯
」発
見

斉
明
天
皇
や
中
大
兄
皇
子
が「
紀
温
湯（
き
の
ゆ
）」（
白
浜
温
泉
）へ
温
泉
行
幸
。そ

の
間
に
有
間
皇
子
が
謀
反
企
て
る
も
処
刑
さ
れ
る

孝
徳
天
皇
、左
大
臣
と
右
大
臣
な
ど
を
引
き
連
れ
有
馬
温
泉
に
82
日
間
滞
在

舒
明
天
皇
が
有
馬
温
泉
に
86
日
間
滞
在
。６
３
８
年
に
再
訪
し
た
記
録
も

聖
徳
太
子
、「
伊
豫
温
湯（
い
よ
の
ゆ
）」（
道
後
温
泉
）へ
行
幸

百
済
の
聖
明
王
か
ら
日
本
に
初
め
て
仏
教
が
伝
え
ら
れ
る（
仏
教
公
伝
）。５
５

２
年
の
説
も
あ
る

二
ツ
岳
の
爆
裂
と
と
も
に
、伊
香
保
温
泉
湧
出

熊
野
の
国
造
、大
阿
刀
足
尼
が
湯
の
峰
温
泉
を
発
見

出
来
事

日
本
の
温
泉

略
年
表

出
典
：
熊
野
本
宮
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、渋
川
伊
香
保
温
泉
観
光
協

会
Ｈ
Ｐ
、〈
カ
ラ
ー
シ
リ
ー
ズ・
日
本
の
自
然
〉第
５
巻『
日
本
の
火

山
』、『
温
泉
―
自
然
と
文
化
』（
日
本
温
泉
協
会
）、有
馬
温
泉
観

光
協
会
Ｈ
Ｐ
、国
立
国
会
図
書
館
Ｈ
Ｐ
、城
崎
温
泉
観
光
協
会
Ｈ

Ｐ
、『
箱
根
の
歴
史
と
文
化 

箱
根
温
泉
の
歴
史
』（
箱
根
町
）、姥
子

温
泉
史（
現
地
看
板
）、中
村
昭「
日
本
温
泉
史
ノ
ー
ト（
そ
の
２
、

そ
の
４
、そ
の
６
）」、『
歴
史
と
地
理（
５
２
４
号
、５
２
７
号
）』、草

津
温
泉
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
Ｈ
Ｐ
、道
後
温
泉
事
務
所
Ｈ
Ｐ
、酸
ヶ
湯

温
泉
Ｈ
Ｐ
、箱
根
町
立
郷
土
資
料
館
、登
別
温
泉
Ｈ
Ｐ
、黒
川
温
泉

観
光
旅
館
協
同
組
合
Ｈ
Ｐ
、佐
々
木
信
行『
温
泉
の
科
学
』、『
明

治
・
大
正
家
庭
史
年
表
』、『
昭
和
・
平
成
家
庭
史
年
表（
増
補
版
）』

知
っ
て
い
る
よ
う
で

実
は
知
ら
な
い

　

温
泉
の
成
分
が
付
着
し
て
石
化
し
て
い

る
湯
口
か
ら
と
ぽ
と
ぽ
と
湯
が
流
れ
込
む
。

そ
れ
を
横
目
に
わ
が
身
を
湯
船
に
浸
す
と
、

じ
わ
っ
と
体
に
温
泉
が
染
み
入
る
―
―
。

何
と
も
言
え
な
い
ひ
と
時
で
あ
る
。

　

日
本
人
は
温
泉
が
大
好
き
だ
と
い
わ
れ

る
。
今
回
の
特
集
で
は
、
温
泉
が
人
を
癒

し
、
惹
き
つ
け
る
根
源
的
な
力
に
つ
い
て
、

温
泉
に
一い
っ
か家

言げ
ん

も
つ
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

方
々
に
お
話
を
聞
き
、
ま
た
い
く
つ
か
の

温
泉
場
を
巡
っ
て
考
え
た
。

「
ゆ
っ
た
り
浸
か
っ
て
『
湯
治
』」
で
は

温
泉
が
も
つ
効
能
を
、「
見
て
歩
い
て
温
泉

街
」
で
は
時
代
の
流
れ
と
変
遷
を
、「
過
去

に
縛
ら
れ
な
い
未
来
」
で
は
有
名
な
温
泉

地
で
若
い
世
代
が
新
し
い
価
値
を
ど
う
つ

く
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
に
着
目
し
た
。

　

そ
の
過
程
で
感
じ
た
の
は
、
私
た
ち
は

温
泉
に
つ
い
て
実
は
あ
ま
り
よ
く
知
ら
な

い
と
い
う
こ
と
。
25
度
以
上
な
ら
ば
温
泉
、

25
度
未
満
な
ら
冷
鉱
泉
と
呼
ぶ
こ
と
も
そ

う
だ
し
、
温
泉
の
成
分
は
未
来
永
劫
同
じ

で
は
な
く
、
今
は
「
塩
化
物
泉
」
だ
っ
た

と
し
て
も
塩
化
物
イ
オ
ン
の
濃
度
が
薄
ま

れ
ば
「
単
純
温
泉
」
に
切
り
替
わ
る
こ
と

も
あ
る
。
温
泉
に
は
水
道
水
と
同
じ
よ
う

に
消
毒
の
た
め
に
塩
素
や
銀
イ
オ
ン
を
加

え
て
い
る
し
、
湯
の
花
が
発
生
し
に
く
く

な
る
薬
剤
を
入
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

温
泉
地
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
温

泉
地
の
在
り
様
は
時
代
と
と
も
に
大
き
く

変
わ
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
そ
の
と

き
ど
き
の
私
た
ち
人
間
の
欲
求
が
色
濃
く

反
映
さ
れ
た
結
果
な
の
だ
。

　

そ
の
一
方
で
、
温
泉
と
い
う
存
在
が
も

つ
神
秘
性
や
人
び
と
を
惹
き
つ
け
る
強
い

磁
力
は
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
し
、
そ
こ
に

は
水
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
知
っ
た
。

大
衆
の
欲
求
を
受
け
と
め

変
わ
り
つ
づ
け
る
温
泉
地

　

過
去
に
遡
る
と
、
温
泉
地
は
人
び
と
が

病
や
傷
を
癒
や
す
湯
治
場
だ
っ
た
。
そ
の

後
の
街
道
整
備
、
鉄
道
敷
設
、
自
家
用
車

の
普
及
で
、
温
泉
地
は
徐
々
に
レ
ジ
ャ
ー

的
要
素
を
帯
び
て
い
く
。
人
が
押
し
寄
せ

る
の
で
旅
館
を
大
型
化
し
、
サ
ー
ビ
ス
も

新
た
に
考
え
た
。
す
べ
て
は
、
あ
れ
が
や

り
た
い
、
こ
れ
も
し
た
い
と
い
う
人
び
と

の
欲
望
を
か
な
え
る
た
め
だ
っ
た
。

　

バ
ブ
ル
経
済
の
こ
ろ
、
温
泉
地
で
は
会

合
と
称
す
る
宴
会
が
毎
晩
盛
大
に
開
か
れ

た
。
温
泉
は
も
は
や
そ
っ
ち
の
け
で
、
飲

め
や
歌
え
の
大
宴
会
場
と
化
し
て
い
た
。

今
で
は
考
え
に
く
い
こ
の
状
況
は
、
わ
ず

か
30
年
ほ
ど
前
の
こ
と
。
団
体
旅
行
か
ら

個
人
旅
行
へ
と
人
び
と
の
ニ
ー
ズ
が
変
わ

り
、
す
た
れ
た
温
泉
地
は
あ
る
け
れ
ど
、

ち
ゃ
ん
と
対
応
し
た
温
泉
地
も
あ
る
。

　

時
代
に
よ
っ
て
変
化
を
求
め
ら
れ
て
も
、

過
去
に
縛
ら
れ
て
新
た
に
挑
め
な
い
も
の

が
多
い
こ
の
社
会
で
、
温
泉
地
は
そ
の
つ

ど
挑
ん
で
か
た
ち
を
変
え
、
残
っ
て
き
た
。

温
泉
に
は
そ
れ
だ
け
の
力
が
あ
り
、
ま
た

日
本
人
の
温
泉
に
対
す
る
深
い
愛
情
が
あ

っ
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

温
泉
地
を
成
り
立
た
せ
る

「
温
泉
」と「
水
」

　

地
中
か
ら
温
か
い
水
＝
温
泉
が
湧
き
出

る
。
こ
れ
は
人
間
が
窺
い
知
る
こ
と
が
で

日
本
の
温
泉
文
化
は

発
展
途
上
―
―
私
た
ち
の
欲
求
が
温
泉
を
変
え
る

編
集
部

【文化をつくる】
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平成時代 昭和時代 大正時代 明治時代 江戸時代　 　江戸時代 安土桃山時代 室町時代 鎌倉時代 平安時代 奈良時代 飛鳥時代 古墳時代

２
０
２
０

２
０
１
７

２
０
０
６

２
０
０
５

１
９
７
６

１
９
７
５

１
９
７
１

１
９
７
０

１
９
６
１

１
９
５
４

１
９
４
８

戦
時
中
１
９
３
９

１
９
３
４

１
９
３
１

１
９
２
９

１
９
２
５

１
９
２
３

１
９
２
２

１
９
１
７

１
９
０
６

１
９
０
５

１
８
９
８

１
８
９
７

１
８
９
５

１
８
９
３

１
８
８
６

１
８
８
５

１
８
８
０

１
８
７
３

１
８
４
５

１
８
３
７

１
８
２
７

１
８
１
２
頃

１
８
１
１

１
８
０
９

１
８
０
５

１
７
３
８

１
７
２
６

１
７
１
３

１
７
０
２

１
６
９
５

１
６
８
５

１
６
８
４

１
６
３
６

１
６
０
４

１
５
９
７

１
５
９
０

１
５
７
６

１
５
６
１

１
４
７
２

１
２
８
０

１
１
９
３

１
１
９
１

１
１
７
６

１
１
２
８

１
１
０
９

１
０
９
７

１
０
４
２

１
０
０
０
頃

８
世
紀
頃

７
５
７
７
３
８

７
３
３

７
２
４
７
２
０

６
５
８

６
４
７
６
３
１
５
９
６

５
３
８

６
０
０
以
前

４
世
紀
頃

西
暦

令
和
2

平
成
29

平
成
18

平
成
17

昭
和
51

昭
和
50

昭
和
46

昭
和
45

昭
和
36

昭
和
29

昭
和
23

昭
和
14

昭
和
9

昭
和
6

昭
和
4

大
正
14

大
正
12

大
正
11

大
正
6

明
治
39

明
治
38

明
治
31

明
治
30

明
治
28

明
治
26

明
治
19

明
治
18

明
治
13

明
治
6

弘
化
2

天
保
8

文
政
10

文
化
8

文
化
6

文
化
2

元
文
3

享
保
11

正
徳
3

元
禄
15

元
禄
8

貞
享
2

貞
享
元

寛
永
13

慶
長
9

慶
長
2

天
正
18

天
正
4

永
禄
4

文
明
4

弘
安
3

建
久
4

建
久
2

安
元
2

大
治
3

天
仁
元

永
長
2

長
久
3

天
平
宝
字
元

天
平
10

天
平
5

神
亀
元

養
老
4

斉
明
天
皇
4

大
化
3

舒
明
天
皇
3

推
古
天
皇
4

宣
化
天
皇
3

和
暦

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ−

19
）が
世
界
的
に
流
行
。移
動
の
制

限
や
旅
行
控
え
の
動
き
が
生
じ
、日
本
人
一
人
当
た
り
の
国
内
宿
泊
旅
行
の
回

数
は
０・７
回
に（
２
０
１
９
年
は
１・４
回
）。温
泉
地
も
厳
し
い
状
況
に

環
境
省
が
有
識
者
会
議
に
よ
り
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
温
泉
地
の

過
ご
し
方「
新・湯
治
︱ONSEN stay

」を
提
案

12
月
に
観
光
立
国
推
進
基
本
法
が
成
立
。翌
年
1
月
施
行

温
泉
偽
装
問
題
を
受
け
て
、温
泉
法
が
一
部
改
正
。加
水
、加
温
、循
環
装
置
の

使
用
の
有
無
、入
浴
剤
添
加
や
消
毒
処
理
に
つ
い
て
の
表
示
が
義
務
化

日
本
温
泉
気
候
物
理
医
学
会
が「
温
泉
療
法
医
」を
初
認
定

日
本
秘
湯
を
守
る
会
が
発
足
。１
９
７
７
年
に『
日
本
の
秘
湯
』を
創
刊

温
泉
行
政
が
厚
生
省
か
ら
環
境
庁（
現・環
境
省
）に
移
管
さ
れ
る

国
鉄
が
観
光
キ
ャ
ンペ
ー
ン「
ディ
ス
カ
バ
ー・ジ
ャ
パン
」を
ス
タ
ー
ト
。爆
発
的
な

人
気
と
な
り
、若
い
女
性
を
は
じ
め
個
人
旅
行
が
広
が
り
は
じ
め
る

６
軒
の
旅
館
に
よ
っ
て
黒
川
温
泉
観
光
旅
館
協
同
組
合
が
設
立
。「
露
天
風
呂

を
集
め
た
温
泉
街
」の
取
り
組
み
始
ま
る

「
国
民
保
養
温
泉
地
」第
一
号
と
し
て
酸
ヶ
湯（
青
森
）、日
光
湯
元（
栃
木
）、四
万

（
群
馬
）が
指
定
さ
れ
る

「
温
泉
法
」が
制
定

全
国
各
地
の
温
泉
地
が
疎
開
先
と
な
る

日
本
温
泉
科
学
学
会（
現・一
般
社
団
法
人
日
本
温
泉
科
学
会
）発
足

日
本
温
泉
気
候
学
会（
現・一
般
社
団
法
人
日
本
温
泉
気
候
物
理
医
学
会
）発
足

国
立
公
園
法
が
施
行

九
州
大
学
温
泉
治
療
学
研
究
所（
現・九
州
大
学
病
院
別
府
病
院
）開
設

日
本
温
泉
協
会
設
立

北
但
大
震
災（
北
但
馬
地
震
）で
城
崎
温
泉
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
る

関
東
大
震
災
発
生
。多
く
の
温
泉
地
が
被
害
を
受
け
る

若
山
牧
水
が
長
野
、群
馬
、栃
木
を
回
り
、の
ち
に『
み
な
か
み
紀
行
』と
し
て
発
刊

志
賀
直
哉『
城
の
崎
に
て
』を
発
表

夏
目
漱
石
が『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』を
発
表
。作
中
の
温
泉
は
道
後
温
泉
と
さ
れ
る

カ
ル
ル
ス
温
泉
が
旭
川
陸
軍
予
備
病
院
の
療
養
所
と
な
る

徳
冨
蘆
花
が
伊
香
保
温
泉
へ
。伊
香
保
を
舞
台
と
す
る『
不
如
帰
』を
発
表

尾
崎
紅
葉
が『
金
色
夜
叉
』の
連
載
を
開
始

城
崎
町
誕
生
。湯
島
財
産
区
を
設
置

正
岡
子
規
が
東
北（
飯
坂
温
泉
や
作
並
温
泉
、湯
田
温
泉
峡
な
ど
）を
歩
き
、の
ち
に

『
は
て
知
ら
ず
の
記
』と
し
て
発
表

内
務
省
衛
生
局
が『
日
本
鉱
泉
誌
』発
行

地
図
の
温
泉
マ
ー
ク
が
定
め
ら
れ
る
。当
時
は
湯
け
む
り
３
本
が
温
泉
、湯
け

む
り
２
本
は
冷
泉
と
区
別
さ
れ
た

ド
イ
ツ
人
医
師
、ベ
ル
ツ
が『
日
本
鉱
泉
論
』を
著
す
。西
洋
医
学
の
見
地
か
ら
鉱

泉
の
効
能
を
解
説
し
、伊
香
保
や
熱
海
な
ど
温
泉
場
の
整
備
を
提
案

文
部
省
が
各
地
の
温
泉
の
効
能
な
ど
を
調
査

松
浦
武
四
郎
、登
別
温
泉
に
立
ち
寄
る

宇
田
川
榕
菴
が
日
本
初
の
化
学
書『
舎
密
開
宗（
せ
い
み
か
い
そ
う
）』の
訳
述
を

開
始
。独
自
に
温
泉（
鉱
泉
）の
化
学
分
析
も
行
な
う

水
戸
藩
士
・
小
宮
山
楓
軒
が
川
渡
温
泉
、鳴
子
温
泉
で
湯
治
を
試
み「
浴
陸
奥

温
泉
記
」を
記
す

温
泉
番
付
の
一
つ「
諸
国
温
泉
功
能
鑑
」出
版
。西
の
大
関
が
有
馬
温
泉
、東
の

大
関
が
草
津
温
泉

箱
根
七
湯
が
湯
治
場
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
る『
七
湯
の
枝
折
』成
立

柘
植
叔
順
が『
温
泉
論
』を
著
し
、香
川
修
徳
の
温
泉
評
価
を
覆
そ
う
と
す
る

箱
根・小
田
原
両
宿
場
が
湯
本
温
泉
の
宿
泊
取
り
締
ま
り
を
道
中
奉
行
に
訴
え

る
が
、湯
本
側
は「
一
夜
湯
治
」を
主
張
。事
実
上
公
認
さ
れ
る

香
川
修
徳
が
日
本
初
の
温
泉
医
学
書『
一
本
堂
薬
選 

続
編
』を
著
し
、温
泉
や

食
養
を
論
じ
る

８
代
将
軍
吉
宗
、熱
海
か
ら
湯
樽
を
運
ば
せ
る

貝
原
益
軒
に
よ
る
大
衆
衛
生
書『
養
生
訓
』成
立

松
尾
芭
蕉
の『
奥
の
細
道
』刊
行
。石
川
県
の
山
中
温
泉
や
山
形
県
の
湯
殿
山
な

ど
で
温
泉
に
ま
つ
わ
る
句
を
詠
む

熱
海
の
遊
覧
と
湯
治
の
手
引
き「
豆
州
熱
海
湯
治
道
知
辺
」出
版

有
馬
温
泉
の
歴
史
を
つ
づ
っ
た
文
献『
有
馬
山
温
泉
小
鑑
』刊
行

手
負
い
の
シ
カ
を
追
っ
て
山
に
入
っ
た
狩
人
が「
鹿
の
湯
」（
酸
ヶ
湯
温
泉
）を
発
見

松
山
藩
主・松
平
定
行
が
道
後
温
泉
の
施
設
改
修
に
着
手

徳
川
家
康
が
熱
海
で
湯
治

秀
吉
、前
年
の
慶
長
伏
見
地
震
で
被
害
を
受
け
た
有
馬
温
泉
の
改
修
工
事
開
始

豊
臣
秀
吉
が
有
馬
温
泉
で
湯
治
。茶
会
を
催
す

武
田
勝
頼
が
真
田
昌
幸
に
将
兵
の
療
養
所
の
造
成
を
命
じ
る（
伊
香
保
温
泉
）

武
田
信
玄
、川
浦
温
泉
の
造
成
進
め
る

蓮
如
上
人
が
草
津
温
泉
を
訪
ね
る

歌
人・飛
鳥
井
雅
有
が
自
著『
春
の
深
山
路
』で
箱
根
温
泉
に
つ
い
て
記
述

源
頼
朝
が
狩
り
の
途
中
に
草
津
温
泉
を
訪
ね
る

仁
西
上
人
が
大
洪
水
で
壊
滅
状
態
だ
っ
た
有
馬
温
泉
を
再
興

後
白
河
法
皇
と
建
春
門
院
、有
馬
温
泉
へ
行
幸

白
河
法
皇
、有
馬
温
泉
へ
行
幸

藤
原
宗
忠
の
一
行
が
湯
の
峰
温
泉
を
訪
ね
る

有
馬
温
泉
が
大
洪
水
に
よ
り
壊
滅
状
態
に

関
白
藤
原
頼
通
が
有
馬
温
泉
で
湯
治

清
少
納
言
が『
枕
草
子
』で
３
つ
の
温
泉
を
称
賛

こ
の
こ
ろ『
万
葉
集
』成
立
。温
泉
地
に
ま
つ
わ
る
歌
が
収
録
さ
れ
る

万
巻
上
人
が
箱
根
に
入
山
。山
岳
信
仰
の
霊
場
と
な
る

白
山
の
僧
泰
澄
が
箱
根
湯
本
に
白
山
権
現
を
勧
請
し
、温
泉
が
湧
き
出
す

現
存
す
る
風
土
記
で
唯
一
の
完
本『
出
雲
国
風
土
記
』成
立
。玉
造
温
泉
は
病
気

を
治
癒
す
る「
神
湯
」と
い
う
記
述
あ
り

高
僧・行
基
が
有
馬
温
泉
を
再
興

道
智
上
人
が
城
崎
温
泉「
ま
ん
だ
ら
湯
」発
見

斉
明
天
皇
や
中
大
兄
皇
子
が「
紀
温
湯（
き
の
ゆ
）」（
白
浜
温
泉
）へ
温
泉
行
幸
。そ

の
間
に
有
間
皇
子
が
謀
反
企
て
る
も
処
刑
さ
れ
る

孝
徳
天
皇
、左
大
臣
と
右
大
臣
な
ど
を
引
き
連
れ
有
馬
温
泉
に
82
日
間
滞
在

舒
明
天
皇
が
有
馬
温
泉
に
86
日
間
滞
在
。６
３
８
年
に
再
訪
し
た
記
録
も

聖
徳
太
子
、「
伊
豫
温
湯（
い
よ
の
ゆ
）」（
道
後
温
泉
）へ
行
幸

百
済
の
聖
明
王
か
ら
日
本
に
初
め
て
仏
教
が
伝
え
ら
れ
る（
仏
教
公
伝
）。５
５

２
年
の
説
も
あ
る

二
ツ
岳
の
爆
裂
と
と
も
に
、伊
香
保
温
泉
湧
出

熊
野
の
国
造
、大
阿
刀
足
尼
が
湯
の
峰
温
泉
を
発
見

出
来
事

1新潟県の栃尾又温泉で湯治客に芸を披露する盲目の女性、瞽女（ごぜ） 2農業を営む地元の人た
ちが持ち込んだ野菜を買い求める栃尾又温泉の湯治客。いずれも大正時代から昭和初期の写真
提供：栃尾又温泉 自在館
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き
な
い
地
球
活
動
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

だ
か
ら
こ
そ
弘
法
大
師
や
行
基
な
ど
高
僧

に
よ
る
開
湯
伝
説
と
い
う
物
語
が
各
地
に

生
ま
れ
た
。
燃
料
が
薪
や
炭
し
か
な
く
湯

を
沸
か
す
の
が
大
変
だ
っ
た
時
代
、
勝
手

に
湧
き
出
る
温
泉
は
貴
重
だ
っ
た
か
ら
地

域
の
財
産
と
し
て
大
切
に
さ
れ
た
。

　

日
本
は
温
泉
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

深
く
掘
れ
ば
出
る
、
の
だ
。

　

１
９
８
８
年
（
昭
和
63
）
か
ら
１
９
８
９

年
（
平
成
元
）
に
か
け
て
全
国
３
０
０
０
超

の
市
町
村
に
一
律
１
億
円
が
交
付
さ
れ
た
。

こ
れ
は
当
時
の
竹
下
登
内
閣
に
よ
る
地
方

創
生
政
策
「
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
」
で
、

使
い
道
は
自
由
だ
っ
た
た
め
、
温
泉
掘
削

に
取
り
組
む
自
治
体
も
多
か
っ
た
。
１
９

９
３
年
（
平
成
５
）
に
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
１
億
円
を
用
い
て
温
泉
を
掘
っ
た
自

治
体
は
２
５
２
市
町
村
あ
り
、
掘
削
中
を

除
く
２
１
５
市
町
村
が
温
泉
を
掘
り
当
て

た
と
い
う
事
実
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

費
用
が
重
く
の
し
か
か
る
。
平
成
の
大
合

併
後
に
事
業
が
見
直
さ
れ
、
閉
鎖
さ
れ
た

と
こ
ろ
も
多
い
。
特
に
日
帰
り
入
浴
の
み

の
温
泉
に
そ
の
傾
向
が
強
い
。
付
け
焼
刃

で
は
続
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
の
点
、
昔
か
ら
の
温
泉
地
は
「
融

通
」
し
合
う
の
で
や
は
り
強
い
。
城き
の
さ
き崎

温

泉
は
湧
出
量
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
が
ゆ
え

に
、
３
つ
の
源
泉
を
１
カ
所
に
集
め
て
配

湯
す
る
集
中
管
理
方
式
で
運
営
し
て
い
る
。

箱
根
町
の
塔と
う

之の

澤さ
わ

温
泉
も
旅
館
同
士
で
融

通
し
合
っ
て
営
業
し
て
い
る
と
聞
い
た
。

　

一
方
、
温
泉
地
は
温
泉
だ
け
で
も
成
り

立
た
な
い
。「
水
」
が
大
事
な
の
だ
。
塔
之

澤
温
泉
「
福ふ
く

住ず
み

楼ろ
う

」
五
代
目
の
澤
村
吉
之

さ
ん
が
話
し
て
く
れ
た
よ
う
に
、
温
泉
宿

で
は
熱
い
源
泉
を
適
温
に
す
る
た
め
に
加

え
る
水
、
そ
し
て
宿
泊
客
が
飲
ん
だ
り
洗

面
に
使
う
水
、
さ
ら
に
調
理
用
の
水
も
必

要
だ
。
ま
た
、
温
泉
水
を
調
査
・
研
究
し

て
い
る
人
の
な
か
に
は
、
温
泉
の
成
分
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
温
泉
に
加
え
る
水
が

重
要
だ
と
主
張
す
る
人
も
い
る
。

　

温
泉
と
水
。
こ
の
二
つ
が
あ
る
か
ら
こ

そ
温
泉
地
が
成
り
立
っ
て
お
り
、
し
か
も

温
泉
の
質
に
水
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
視
点
は
、
今
回
の

取
材
で
学
ん
だ
こ
と
の
一
つ
だ
。

温
泉
地
を
支
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
商
い

「
湯
治
場
」。
こ
の
言
葉
は
昭
和
を
生
き

た
人
間
に
と
っ
て
甘
美
に
響
く
。
古
き
良

き
日
本
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
か
ら
だ
。

　

こ
こ
に
２
枚
の
古
写
真
が
あ
る
。
い
ず

れ
も
大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期
の
も
の
だ
。

新
潟
県
の
栃と
ち

尾お

又ま
た

温
泉
で
、
江
戸
時
代
か

ら
の
湯
治
文
化
を
継
承
す
る
自
在
館
か
ら

お
借
り
し
た
。

　

１
枚
目
は
中
央
に
三
味
線
を
弾
き
な
が

ら
唄
を
う
た
っ
て
い
る
女
性
が
い
て
、
周

り
の
人
は
そ
れ
を
見
つ
め
て
い
る
。
三
味

線
を
弾
い
て
い
る
の
は
「
瞽ご

女ぜ

」
だ
そ
う

だ
。
瞽
女
と
は
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期

ご
ろ
ま
で
三
味
線
を
手
に
、
語
り
も
の
や

は
や
り
唄
を
う
た
っ
て
旅
を
し
て
歩
い
た

目
の
不
自
由
な
女
性
た
ち
の
こ
と
。
新
潟

県
は
瞽
女
の
一
大
拠
点
だ
っ
た
。

　

も
う
１
枚
は
、
地
べ
た
に
並
ん
だ
野
菜

を
湯
治
客
が
品
定
め
し
て
い
る
様
子
を
写

し
た
も
の
。
か
つ
て
湯
治
客
は
米
や
み
そ
、

漬
物
な
ど
を
持
ち
込
ん
で
、
野
菜
な
ど
は
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浴衣をまとって城崎温泉をそぞろ歩く人びと。温泉
文化の未来は私たちが何を望むかにかかっている

露
店
で
買
い
込
ん
で
自
炊
し
た
。
地
元
の
農

家
に
と
っ
て
は
、
数
少
な
い
現
金
収
入
の
手

段
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
温
泉
場
に
は
昔
か
ら
そ
の

地
域
を
支
え
る
小
さ
な
経
済
が
回
っ
て
い
た
。

箱
根
の
塔
之
澤
温
泉
で
は
別
の
商
売
で
成
功

し
た
人
が
温
泉
宿
を
始
め
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ

た
。
黒
川
温
泉
の
御お
き
ゃ
く
や

客
屋
七
代
目
の
北
里
有

紀
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
客
足
が
途
絶
え
た

と
き
、
宿
に
出
入
り
す
る
地
域
の
業
者
へ
の

支
払
う
金
額
が
一
桁
減
っ
て
い
る
の
を
見
て

「
自
分
た
ち
は
地
域
経
済
を
支
え
て
い
た
の

だ
」
と
責
任
の
重
さ
に
愕
然
と
し
た
と
話
し

て
い
た
。

　

城
崎
温
泉
で
旅
館
の
浴
衣
を
着
て
共
同
湯

（
外
湯
）
に
浸
か
り
、
ほ
て
っ
た
体
を
冷
ま
し

な
が
ら
商
店
街
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
、
昼
は
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
、
夜
は
地
ビ
ー
ル
を
買
い

求
め
、
大お
お

谿た
に

川が
わ

の
ほ
と
り
の
ベ
ン
チ
で
味
わ

っ
た
の
は
至
福
の
時
間
だ
っ
た
。
そ
れ
も
温

泉
宿
が
自
分
た
ち
だ
け
で
客
を
囲
い
込
ま
な

い
よ
う
に
内
湯
を
小
さ
く
小
さ
く
つ
く
り
、

で
き
る
だ
け
外
湯
を
使
う
よ
う
に
そ
っ
と
促

し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

自
分
だ
け
栄
え
て
も
仕
方
が
な
い
。
そ
の

精
神
は
、
生
き
馬
の
目
を
抜
く
よ
う
な
今
の

社
会
の
な
か
で
と
て
も
大
き
な
意
味
を
も
つ

の
で
は
な
い
か
。

温
泉
が
も
つ

類
ま
れ
な
る
力

　

さ
て
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
湯
治
場
が
短
期

の
観
光
温
泉
地
と
な
り
、
旅
館
が
大
型
化
し

て
内
湯
が
増
え
、
人
び
と
が
外
に
繰
り
出
さ

な
く
な
り
、
周
辺
の
飲
食
店
が
地
盤
沈
下
し

た
結
果
、
温
泉
街
と
し
て
の
魅
力
が
損
な
わ

れ
る
…
…
。
そ
の
悪
循
環
が
よ
う
や
く
断
ち

切
れ
そ
う
な
気
配
が
す
る
。

　

温
泉
地
が
大
衆
の
欲
求
に
よ
っ
て
形
を
変

え
て
く
れ
る
の
な
ら
ば
、
私
た
ち
が
こ
れ
か

ら
温
泉
と
温
泉
地
を
ど
う
考
え
、
何
を
望
む

か
が
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

近
年
、
温
泉
に
関
し
て
は
「
源
泉
か
け
流

し
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。
つ
い

つ
い
「
こ
こ
の
温
泉
、
源
泉
か
け
流
し
な
ん

だ
っ
て
！
」
と
喜
ん
で
し
ま
う
が
、
温
泉
を

地
域
の
資
源
と
考
え
た
場
合
、
果
た
し
て
そ

れ
は
よ
い
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
込
ん

で
し
ま
う
。

　

地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
資
源
は
有
限
で
あ
る

こ
と
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
現
代
、
温
泉

も
ま
た
有
限
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け

な
い
と
思
う
。
実
際
に
泉
質
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
て
「
温
泉
」
の
看
板
を
下
ろ
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
く
な
っ
た
温
泉
宿
も
あ
る
し
、
あ

る
日
突
然
温
泉
が
枯
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
の

だ
か
ら
、
過
度
に
使
わ
な
い
よ
う
に
、
や
た

ら
と
掘
ら
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い

だ
ろ
う
。

　

古
く
か
ら
保
養
や
療
養
に
用
い
ら
れ
て
き

た
温
泉
の
価
値
は
、
現
代
で
も
変
わ
ら
な
い
。

温
泉
の
も
つ
成
分
や
入
浴
に
よ
る
温
熱
作
用
、

周
辺
の
自
然
や
環
境
な
ど
が
総
合
的
に
は
た

ら
き
、
療
養
効
果
が
あ
る
こ
と
は
単
な
る
迷

信
で
は
な
く
、
公
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
だ
。

　

人
び
と
を
惹
き
つ
け
る
力
を
も
っ
た
温
泉

は
、
地
球
が
も
た
ら
す
奇
跡
と
も
い
え
る
存

在
な
の
で
あ
る
。

こ
の
国
の
温
泉
文
化
は

ま
だ
発
展
途
上

　

そ
ん
な
堅
苦
し
い
こ
と
を
抜
き
に
し
て
も
、

温
泉
は
楽
し
い
。
都
市
近
郊
に
増
え
て
い
る

温
泉
セ
ン
タ
ー
も
捨
て
が
た
い
。
近
所
に
手

足
を
伸
ば
し
て
の
び
の
び
入
れ
る
温
泉
が
あ

る
の
は
幸
せ
だ
。
し
か
し
、
温
泉
に
は
転
地

療
養
と
い
う
効
果
も
あ
る
よ
う
だ
か
ら
、
で

き
れ
ば
遠
出
し
て
み
よ
う
。
酸
ヶ
湯
温
泉
の

よ
う
に
周
辺
の
山
を
登
っ
て
も
い
い
し
、
渓

流
釣
り
な
ど
趣
味
を
楽
し
ん
で
も
い
い
。
そ

し
て
そ
の
土
地
の
温
泉
に
浸
か
る
。
そ
の
間
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
で
き
る
だ

け
触
ら
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
ま
さ
に
極
上

の
デ
ジ
タ
ル
デ
ト
ッ
ク
ス
だ
。

　

人
の
少
な
い
温
泉
地
に
一
人
で
行
く
「
ソ

ロ
温
泉
」
も
興
味
深
い
。
温
泉
に
そ
っ
と
浸

か
っ
て
自
分
と
向
き
合
う
の
は
、
ス
ト
レ
ス

フ
ル
な
現
代
に
お
け
る
湯
治
と
い
え
る
。
人

と
話
し
た
く
な
っ
た
ら
、
湯
船
で
一
緒
に
な

っ
た
人
に
声
を
か
け
れ
ば
い
い
。
地
元
の
人

で
あ
れ
ば
「
い
い
お
湯
で
す
ね
」
と
泉
質
に

ふ
れ
て
み
る
。
旅
人
っ
ぽ
い
雰
囲
気
だ
っ
た

ら
「
山
登
り
で
す
か
？
」
と
か
「
ど
ち
ら
か

ら
？
」
だ
け
で
い
い
。
話
が
弾
め
ば
楽
し
い

し
、
弾
ま
な
く
て
も
ひ
と
時
の
こ
と
だ
か
ら

さ
ほ
ど
気
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
温
泉
地
で

は
他
人
に
深
入
り
し
な
い
、
少
し
ド
ラ
イ
な

く
ら
い
の
関
係
が
ち
ょ
う
ど
い
い
。

　

も
と
も
と
温
泉
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み

が
あ
っ
た
は
ず
。
そ
れ
が
こ
こ
数
十
年
で

「
稼
ぐ
」
た
め
に
特
化
し
た
こ
と
で
、
温
泉

の
も
つ
本
来
の
楽
し
み
を
狭
め
て
し
ま
っ
た

面
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
か
つ
て
文
豪

が
温
泉
宿
に
逗
留
し
て
作
品
を
書
い
た
の
は
、

現
代
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
近
い
行
為
だ
。

　

こ
れ
か
ら
の
温
泉
、
そ
し
て
温
泉
地
は
さ

ら
に
多
様
化
す
る
の
で
は
な
い
か
。
集
客
力

に
優
れ
た
大
型
ホ
テ
ル
が
ひ
し
め
く
温
泉
地

も
あ
れ
ば
、
泉
質
を
大
事
に
し
た
小
さ
な
宿

が
数
軒
集
ま
る
だ
け
の
温
泉
地
も
い
い
。
オ

ー
ベ
ル
ジ
ュ
の
よ
う
な
料
理
を
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
に
し
た
一
軒
家
的
な
温
泉
宿
も
注
目

さ
れ
つ
つ
あ
り
、
す
べ
て
の

部
屋
に
内
湯
が
あ
る
ホ
テ
ル

も
あ
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

特
化
し
た
温
泉
地
だ
っ
て
あ

り
得
る
だ
ろ
う
。
外
国
人
観

光
客
は
長
期
滞
在
が
基
本
な

の
で
徐
々
に
日
本
食
に
飽
き
、

夕
食
は
外
で
済
ま
せ
る
傾
向

が
強
い
と
取
材
で
聞
い
た
。

と
す
れ
ば
地
域
全
体
で
取
り

組
め
ば
新
た
な
商
機
が
あ
る
。

温
泉
地
が
「
十
湯
十
色
」
の

様
相
を
呈
す
る
。
そ
ん
な
未

来
を
夢
描
く
。

　

地
下
で
起
き
た
現
象
か
ら

湧
き
出
る
温
泉
に
浸
か
り
、

湯
気
と
熱
い
湯
に
愉
悦
を
感

じ
な
が
ら
、
自
分
は
温
泉
に

何
を
求
め
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
温
泉
地
だ

っ
た
ら
ま
た
来
よ
う
と
思
う
の
か
、
海
外
か

ら
来
た
人
は
温
泉
の
ど
ん
な
点
に
興
味
を
も

つ
の
か
―
―
思
い
を
巡
ら
せ
た
い
。

　

日
本
の
温
泉
文
化
は
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
。

「
こ
れ
か
ら
」
を
つ
く
る
の
は
、
今
を
生
き

る
私
た
ち
だ
。

【文化をつくる】
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